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KEGG GENESデータベースに登録されているゲノムが解明された 2000以上の生物種に対して既知の PKS
であるpikAIII(タイプ I)、actIORF1,2,3(タイプ II)、CHS1(タイプ III)のそれぞれをシードとし配列類似度検索法であ














カウントした結果、ACP ドメインだけを持つものを除くとどのタイプ I シードを使ってもほぼ同数の結果となるこ
とがわかった。すべてのタイプのシードから得られた結果を比較した結果、タイプ I とタイプ IIのシードから得ら
れた結果は一致性が高く、タイプ III シードから得られた結果とそれ以外のタイプのシードから得られた結果に
は繰り返し回数が4以下では重複がほとんど見られなかったが5回目以降では重複が見られた。また、これら
の結果に加えて PFAMにおける KSドメインの定義の違いを利用することでタイプ I～IIIを区別することが可能
となった。 
 
表 1. PSI-BLASTによる各シード別の配列取得結果 
 
 
図 1. 様々なタイプ Iシードから得られた PSI-BLASTによる配列取得結果において少なくとも 1つの PKS必
須ドメインを持つ配列数。括弧内はシードの持つ選択的ドメイン。 
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